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Excelでできること

• 表計算機能
• データベース機能
• マクロ機能
• グラフ機能
etc



Outline

• Excelの起動、入力、終了
• 表計算
• グラフ作成



Excelの起動

1. スタートボタンをクリック

2. Excelを選択



「空白のブック」を選択



リボン：様々な機能がボタンという小さな絵に登録されている
関連する機能はまとめられており、タブで選択できる



Excelでは、情報はブックという単位で管理
ブック ＝ Excelファイル

ブックは、複数のシートを持てる

シート ＝ブックのページ

Excelを起動して、新規ファイルを作成した場合、シートは
一つで、デフォルトのシートの名前はSheet1
excelのウィンドウの下部左にあるタブで、現在のシートの
名前が記されている



Sheet1 をダブル
クリックすると選
択される、その
状態で入力する
とシート名を入
力した名前に変
更できる」



⊕をクリックし
て、
シートを増やす



「野菜売り上げ」タ
ブをクリックすると、

「野菜売り上げ」
シートがアクチィブ
になる

シートの名前の入っ
たタブを、シート見出
しとよぶ



シート中の一マスをセルとよぶ。セルの中で黒い枠で囲まれているものを
アクティブセルとよぶ。



セルの位置は、列番号（アルファベット）と行番号（数字）で表す。図のアクティブセルはB3
アクティブセルの位置は、名前ボックスに表示される



野菜売り上げシートに次のような表を入力しよう
入力したいセルをクリックしてアクティブセルにする
数字、あるいは文字を入力して、 enterキーをおす
すると、同じ列の次の行がアクティブセルになるので、同様に入力



作成した Excelファイルを保存

「ファイル」タブ
を選択



「名前を付けて保存」を選択



ファイル名を入力して「保存」をクリック



※ 編集途中のファイルを同じファイルに保存する時には、「上書き保存」を選択
編集途中のファイルは、最後に一回だけ保存するのではなく、処理の途中で
何度も上書き保存するほうが良い（不測の事態でPCあるいはWordを再起動すること
になっても途中経過を保存できる）



表計算機能を使う

Excelの計算式
セルの中に「＝」で始まる式を書き込むことで
シート中のセルについて計算を行える
= A + B 足し算
= A – B 引き算
= A * B 掛け算
= A / B 割り算
A, Bは、セルを列番号、行番号で指定されたセル
※ 計算式には半角英数を使うこと



野菜売り上げシートで計算してみる

2行のりんごは単価１００円で１０個売れた。りんごのうりあげ合計をもとめたい
D2のセルに = B2 * C2   と入力してエンターキーをおす





オートフィル機能を使う

他の果物や野菜についても、同様の計算をしたい
が、D列全てに計算式を記入する必要はない

連続するデータや数式は、オートフィル機能で

ドラッグだけで入力できる

セル D2をクリックして、 D2をアクティブにする
カーソルを D２の右下隅において、カーソルが
十字型になることを確認



＋

カーソルが十字になったら、セロリに対応する D10の右下までドラッグする





セルD3をクリックすると、対応する計算式が代入されていることがわかる
エンターキーをおすと元にもどる



関数を使って総計を求める

Excelには、よく使う処理をあらかじめ関数として
用意してある。

AVERAGE 平均

MAX 最大値

MIN 最小値

COUNT 指定した範囲のセルの個数

SUM                  合計
など



セル D11に =SUM(D2:D10) と書いてエンターをおすと、 D2からD10までの数値の合計
が得られる



実データを解析しよう

24-01.xls
国民の栄養摂取量

一人１日当たり

（昭和２１年度～３８年度，昭和３９年～平成１６年）



http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001158057

e-Stat 政府統計の総合窓口





24-01.xlsをクリック

国民の栄養摂取量 － 一人１日当たり（昭和２１年度～３８年度，昭和３９年～平
成１６年）



昭和24年の蛋白質、脂肪、炭水化物をクリック、ドラッグで選択

円グラフを描く



1. 挿入タブをクリック 2. グラフ グループの円グラフの
アイコン横の ▼をクリック

3．２D円の左のアイコンをクリック

4. クリックしたままドラッグして、見え
る位置に円グラフを移動





同様にして、 ３D円から円グラフを作成すると上のようになる。



図上部の「グラフタイトル」はユーザが書き換えることができる。
クリックして、アクティブにした状態で編集可能



グラフをクリックしてアクティブな状態にし、 “Delete”キーを押すと
アクティブなグラフを削除できる



新規シートを作成し、そこからシート
２４－１を参照

新規シート シート ２４－１

A列２行～５７行 B列 １３行～６８行

B列２行～５７行 D列 １３行～６８行

C列２行～５７行 E列 １３行～６８行

D列２行～５７行 F列 １３行～６８行

新規シートの １行目

A列 年次, B列 蛋白質, C列 脂肪, D列 炭水化物



⊕をクリックして新規シートを作成





新規シート１行目を入力



A2に ＝Sheet!B13 と代入して、エンターキーをおす



オートフィル機能を使う
カーソルを A2の右下に
移動
カーソルが＋になったら
クリックしたまま A５７ま
でドラッグ





蛋白質については、 B2に =Sheet!D13 を入力し、オートフィル機能で残りをうめる
脂肪については、 C２に = Sheet!E13を入力し、オートフィル機能で残りをうめる
炭水化物については、 D２に =Sheeet!F13を入力し、オートフィル機能で残りをう
める





１．新規シートで、 A1からD５７までをすべて選択

2. 挿入タブをクリックし、グラフグループの散布図の▼をクリック

3. 散布図（直線とマーカー）を選択



年次に対する各物質の摂取量がプロットされている



回帰分析

蛋白質と炭水化物の間の回帰分析を実施

まず散布図を作成する

新規シートのB1からD57までを選択





挿入タブを選択
グラフ グループの散布図の▼をクリック
出てきた例の中から左上の散布図を選択



蛋白質ー脂肪のプロットを削除

データの選択をクリック



１．ダイアログボックスから脂肪を選択

削除をクリック





1. グラフ要素の追加 をクリック
2. プルダウンめにゅーから 近似曲線 をクリック
3. 線形（L) をクリック



回帰直線が引かれた状態で、前ページの１、２を行う
３の処理の代わりに、「その他の近似曲線オプション（M)」をクリック



右端に「近似曲線の書式…」パネルが出てくる
パネル下方の「グラフに数式を表示する（E)]」と「グラフにR-２乗値を表示する(R)」の
チェックボックスにチェックをいれる



回帰式と、相関係数を二乗した値（R-2乗値）が得られる



イラスト作成

https://www.youtube.com/watch?v=oVT5bJy-_68

https://www.youtube.com/watch?v=oVT5bJy-_68


参考文献

マンガでわかる 最新版 １日で上達！

Excel魔法の教科書
プレジデント社

ベテラン講師がつくりました

世界一わかりやすいExcelテキスト
土岐順子 技術評論社



点数 (4) 100-90 (3) 89-80 (2) 79-70 (1) 69-60

達成目標 (3)に加え、
回帰分析
ができる。

(2)に加え、
別のシート
の参照、円
グラフや散
布図の作

成ができ
る。

(1)に加え、
表計算機
能、オート
フィル機能、
関数機能を
使える。

Excelでファ
イルを新規

作成、保
存、
また既存
ファイルを
開くことが
できる。


